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須磨海浜水族園・海浜公園再整備事業 

 

特定公園施設建設・譲渡契約書（案） 
  

当契約書案は、令和元年 5 月時点の案であり、認定計画提出者によ

る公募設置等計画の内容、および、神戸市の予算や国庫補助の措置、

議会の議決等により変更されることがあります。 
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特定公園施設建設・譲渡契約書（案） 

 

神戸市（以下「甲」という。）と●●●●（以下「乙」という。）は、甲と乙が令和●

年●月●日付けで締結した「須磨海浜水族園・海浜公園再整備事業基本協定書」（以下「基

本協定書」という。）に基づき、乙が海浜公園において整備する特定公園施設について、

次のとおり建設・譲渡契約を締結する。なお、この契約で定義されていない用語の定義は、

基本協定書で定義された意味を有するものとする。 

 

（総則） 

第１条 乙は、別紙整備計画図、整備内訳書に示す特定公園施設について、乙の負担によ

り令和●年●月●日までに整備を完了するものとする。 

２ 乙は、前項の特定公園施設の整備を完了した場合は、令和●年●月●日までに甲に所

有権を移転し、かつ引渡しを行うものとする。 

 

（譲渡の対価） 

第２条 特定公園施設の譲渡の対価は、●●●●円（うち消費税及び地方消費税額 金●

●●●円）とする。 

 

（特定公園施設譲渡価額の支払） 

第３条 甲と乙は、基本協定書第15条第4項に示す確認書の発行を受けた設計図書等に含ま

れる工区別整備計画書に基づき、特定公園施設の整備に係る工区ごとの整備完了期限、

引渡し期限、譲渡の対価を下記のとおり定める。 

工区 整備完了期限 引渡し期限 譲渡の対価 

●●工区 令和●年●月●日 令和●年●月●日 ●●●●円 

●●工区 令和●年●月●日 令和●年●月●日 ●●●●円 

…    

２ 乙は、各工区につき、前項に定める引渡日までに特定公園施設を甲に引き渡した後、

譲渡の対価の支払を書面により甲に請求するものとする。 

３ 甲は、乙から適正な支払請求書を受理した日から30日以内に当該工区の特定公園施設

の譲渡の対価として第1項に定める金額を乙に支払うものとする。なお、支払にかかる費

用は乙が負担する。 

 

複数年（概ね3年程度）での建設及び譲渡を想定して記述しています。具体的な工区割

および支払方法等については、提案される計画、本市の予算や国庫補助の措置も踏ま

えて、協議させていただきます。 
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（遅延利息） 

第４条 甲は、この契約に基づく金銭債務の支払を遅延した時は、その遅延した額につき、

遅延日数に応じ、政府契約の支払遅延防止等に関する法律（昭和24年法律第256号）第８

条により財務大臣が決定する率で計算した額の遅延利息を乙に支払わなければならない。

ただし、その支払の遅延が天災その他の不可抗力によるものであるときは、甲は遅延利

息の支払義務を負わないものとする。 

 

（引渡しの遅延） 

第５条 乙が、特定公園施設の引渡しを遅延したときは、基本協定書第71条の規定に従う

ものとする。 

 

(本契約の変更) 

第６条 基本協定書に基づき本契約を変更する必要が生じた場合は、書面をもってこれを行

うものとする。 

 

（協議事項等） 

第７条 特定公園施設の譲渡は、この契約書に定めるもののほか、神戸市契約規則（昭和

39年3月31日規則第120号）その他関係法令の定めるところによるものとし、この契約書

に定めのない事項又は疑義を生じた事項については、必要に応じて甲乙協議して定める

ものとする。 

 

（管轄裁判所） 

第８条 本契約に関する紛争については、神戸地方裁判所又は神戸簡易裁判所を専属的合

意管轄裁判所とする。 

 

この契約の締結を証するため本書２通作成し、甲乙記名押印のうえ、各自１通を保有す

る。 

 

令和●年●月●日 

甲 神戸市中央区加納町６丁目５番１号 

神戸市 

代表者 神戸市長 久元 喜造 

 

乙 ●●●●●●●●●● 

●●●● 

代表取締役 ●●●● 


